
 

 

 

 

 

大学と地域社会を結ぶ大学間連携ソーシャルラーニング 

「山陰地域フィールド体験学習‐弥栄の農林業と暮らし」の実施について 

 

この授業は、中山間地がかかえる課題について、現地における体験学習を通して、理解

を深めることを目的としています。島根県弥栄町における 3 泊 4 日の合宿を伴う集中講義

形式として実施し、中山間地域の農林業及び地域の課題について学びます。 

 

1．実施期間：平成 28年 9月 7 日（水）～10日（土） 

 

2．実施場所：浜田市弥栄町 

 

3．参加者： 

島根県立大学（浜田キャンパス）７名 

島根大学 1名 

 

4．具体的な実施内容、体験内容については「別紙のとおり」 

 

 

 

 

ソーシャルラーニングとは 

本取組は、自然・歴史・文化・産業等において、そして地域社会の抱える課題において

も共通の基盤を有する山陰地域の 5大学・短大（島根大学、島根県立大学、鳥取環境大学、

島根県立大学短期大学部、鳥取短期大学）が連携し、地域社会の人材ニーズに応えるとい

うミッションを共有し、ステークホルダーとともに地域の共通課題を解決する試みです。 

 

 

 

 

平成 28年 9月 2日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

企画調整室 担当者 齋藤健二 

電話：0855-24-2201 



月日

9月7日 12:45

(水) 13:30 ～ 14:00

14:00

14:20 ～ 16:40

9月8日 8:20

（木） 8:45 ～ 11:35

11:55 ～ 13:15

13:15 ～ 13:25

13:45 ～ 16:35

17:00

9月9日 8:15 ふるさと体験村出発

（金） 8:35 ～ 11:35

11:35 ～ 13:00

13:20

13:20 ～ 14:00 休憩

14:00 ～ 17:00

9月10日 8:30 ～ 10:00

（土） 10:00 ～ 11:00

11:00 ～ 11:15 あとかたづけ

11:15

12:00

8月31日作成。変更されることがあります。

活動のふり返り、学習成果まとめ (グループワーク)

解散(於 島根県立大学)

学習成果発表会

発表会の準備 (リハーサル)

ふるさと体験村帰着

昼食　食生活改善推進協議会弥栄支部　（田舎弁当と意見交換会）　会場：林友館

休憩、出発準備

ふるさと体験村帰着

小熊集落 （学生8名）
　稲の手刈り・ハゼ干し体験、集落散策、地域の取組に関する意見交換、など

栃木集落（学生8名 ⇒ 2組に分かれて活動することがある）
  農作業体験、など

昼食　栃木集落　（田舎料理と意見交換会）　会場：栃木公民館

【テーマ】 農業・田舎暮らし体験から交流人口の拡大へ

弥栄町出発

弥栄町到着、ふるさと体験村チェックイン、全体オリエンテーション

時刻 Ａチーム Ｂチーム

集合(於 島根県立大学(エントランスプラザ))

ふるさと体験村出発

小坂集落 （学生8名）
　焼き米づくり、コンバインでの稲刈り、ライスセンター見学、など

ふるさと体験村出発

仲三集落 （学生4名）
　農作業体験、保存食づくり、など

西の郷集落 （学生4名）
　農作業体験、保存食づくり、など


